
次　回
７月18日の
例　会

　皆様こんにちは。
　御殿場ＲＣは創立より47年目を迎えますが、この伝統あるクラブの会長を務めさ
せていただくにあたり、大変身の引き締まる思いが致します。
　RⅠ会長並びにガバナー方針及び、会長所信につきましては、後ほど卓話にて話を
させて頂きます。
　また、３年に一度開かれる規定審議会が今年の４月に行われましたが、クラブ定款等私達に直接関
係する提出立法案につきましては、卓話と今後の会長挨拶におきましてロータリー情報として提供し
てまいります。
　さて、ここ数年、気候が大きく変わりつつあると感じます。
　私たちは、古くから和暦に基づく二十四節気を使い、美しい風情のある言葉で季節の移ろいを表し、
親しんできましたが、二十四節気をさらに３つに分け、一年を七十二等分した「七十二候」（しち
じゅうにこう）は、一部の暦に記載されているだけで忘れかけていましたが、季節感が変わりつつあ
る昨今、気象の動きや動植物の変化を知らせる七十二候が注目されるようになってきたと思います。
　季節を表す様々な言葉は中国から伝わってきましたが、二十四節気はそのまま受け入れられ、七十二
候は中国から伝わった言葉を日本の風土に合わせ、幾人もの編集によってそれぞれ自由に生み出され、
使われてまいりました。
　七十二候の一つに、夏至から数えて11日目の７月２日～６日までの５日間は「半夏生」（はんげ
しょう）と言われ、田植えを済ませてひと段落した頃で、この季節に降る雨を半夏雨といい、この日
の天候でその年の稲作の出来を占っていました。
　この他にも、日本独自の雑節（彼岸・土用等）等、季節の目安を表す言葉は親しま
れてまいりました。皆さんはいかがでしょうか。
　結びに、前年度、高村会長をはじめとする役員の皆様のご労苦に感謝申し上げます。
また、今年度におきましても、会員の皆様のご指導とご協力をお願い申し上げます。

★18 ： 00点鐘
★ホテル御殿場館21
★前会長、幹事慰労会並びに
　新会員歓迎会
　親睦活動委員会

会長挨拶用
ＱＲコード

会 長 挨 拶
勝又　敏雄

会　員　慶　事

第2285回　例会プログラム

http://www.gotemba-rc.gr.jp/

御殿場ロータリークラブ
国際ロータリー2620地区

週報
●例　会　場／YMCA東山荘
●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／我等の生業
●内　　　容／クラブ協議会（第１回）　全員

●会員誕生日／７月15日　芹澤正明君
●夫人誕生日／７月12日　斉藤礼志君　ご夫人　智子様
●皆　出　席／７月10日　長田吉弘君（35年）
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会 長 所 信
会　長  勝 又 敏 雄
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　2013－14年度のＲＩ並びに地区及び分区の
方針と会長所信について述べさせて頂きます。
　ＲＩ会長ロンＤ.バートン氏（米国オクラホ
マ州ノーマンＲＣ）は「ENGAGE　ROTARY
CHANGE　LIVES」日本語訳の解釈「ロータ
リーを実践し、みんなに豊かな人生を」のテー
マを掲げ、ロータリーの中核的価値観を説き、
ロータリーを実践するよう訴えております。
　また、2011年10月１日にＲＩ会長ノミニ―
に選出された時、「今はロータリアンとして一
番やりがいのある時期で、ＲＩ長期計画と未来
の夢計画を実行していくにあたり、私たちが強
みを生かしてさらに前進できると信じていま
す。私のビジョンは、一人ひとりのロータリア
ンが、ロータリアンでよかったと思えるように
すること。長期計画と未来の夢計画はそれを可
能にしてくれるはずです」「ロータリーが他の
団体と違う点の一つは、高い倫理基準を推進し
ていること」と話されました。強いリーダー
シップを発揮され、122万人のロータリアンを
引っ張っていただけることと思います。
　2620地区ガバナー志田洪顯（ひろあきら）
氏（静岡ＲＣ）は地区はＲＩの組織におかれて
いるとの観点から、本年度、地区テーマは設け
ないと申されました。
　地区大会につきましては、例年は秋に開催し
ておりますが、本年度は２月８日・９日にホテ
ルセンチュリー静岡で行われます。多くの会員
の参加をお願い致します。
　我がクラブへの公式訪問は、９月19日に行
われます。
　地区目標につきましては、４月の例会卓話で
PETS報告のおり説明いたしましたが、「未来の
夢計画」に基づく補助金事業が今年から実施さ
れますが、我がクラブでは、豊山財団委員長・
小早川前新世代委員長・小野青少年奉仕委員長
のご尽力で「未来への手紙」の事業について補
助金を申請し、財団補助金の対象事業として受
け付けられました。

　またＲ財団事業であったGSEと財団奨学生事
業は廃止となりました。
　次に、静岡第二分区ですが、７クラブを束ね
られるＡＧ（アシスタントガバナー）は伊藤雅
之氏（長泉ＲＣ）でＩＭを主催され、１月25
日（土）に御殿場高原ホテルで開催されます。
御殿場ＲＣへの最初の訪問は７月25日に予定
されております。
　さて、私は我がクラブメンバーの平均年齢と
ほぼ同じ歳で、幹事を務めてから17年目で、
クラブ運営については殆ど忘れてしまってお
り、幹事の橋本喜市君と会計の勝又 誠君をは
じめ役員・理事の皆さんと前年度の役員さんに
助けられて新年度のスタートをきることが出来
ました。
　また、次週はクラブ協議会を予定しておりま
すが、クラブの事業につきましては委員長の皆
さんにすべてを委ねておりますのでどうぞ宜し
くお願い致します。
　御殿場ＲＣは、創立47年目を迎え、50年と
いう大きな節目に向けて思考していく年である
と思います。パスト会長諸兄の英知と会員のコ
ンセンサスを得て、50周年並びに今後の御殿
場ＲＣの在り方について話し合っていきたいと
存じます。
　さて、ロータリーとは…改めて何であるかを
問うてみると「会費の納入により、ロータリー
に参画し、例会に出席する権利を得た奉仕をす
る（I serve）人たちの集まりである」と諸先輩
方から教えて頂いた事が思い出されてまいりま
す。
　ロータリーの原点は職業奉仕であり、職業の
多様性を大切にしています。
　そして、ロータリーの基本理念はロータリー
の目的（綱領）及び使命等であります。
　私たちは、入会の動機やロータリーへの思い
はそれぞれ違うかと存じますが、私にとって
ロータリーは素晴らしい多くの仲間と出会えた
ことと、自分を磨く場であります。

　昨今のロータリーは、３年毎に開催される規
定審議会への提出立法案や、ＲＩの動向から察
しますと、例会出席の義務より真のロータリア
ンとなるよう説いている感が致します。ロータ
リーが時代の流れと共に変化しつつあるなか
で、私自身ロータリーの基本を振り返り、変わ
りつつあるロータリーをみつめる一年でありた
いと思います。
　結びに、会員の皆様のご指導とご協力をお願
い申し上げます。

 勝又年度の幹事を仰せつかりました、橋本で
す。
 昨年の今頃だったと思いますが、ある先輩か
ら「読んでおいたら良いよ」と一冊の本をお借
りしました。「ロータリー実務入門」「クラブ
幹事を引き受けて」というサブタイトルのつい
た本でした。内容は「ロータリーとは」から 
始まり、クラブ幹事の諸々の役割が記載されて
いました。読み進めて行くに従い、気が重たく
暗くなって行きました。歴代の幹事さんたちの
御苦労が、徐々に分かったような気がしまし
た。そんな中、12月に第一回被選理事会が始
まり、今日に至るまでで、様々な経験をさせて

いただきました。ロータリーに入会以来十数
年、お気楽に過ごさせていただいて来たことに
感謝もしながら、少しの反省が湧いてきたのも
事実です。しかし、この本はとっても役にたっ
ています。豊山徹也さん、ありがとうございま
す。
 先週、臼井前幹事が話されました「準備段階
が大変だよ」と。準備の半年が終わり、いよい
よ本番になりました。「行動なくして成長な
し」、モチベーションを高めて勝又会長のお手
伝いをしていきたいと思います。皆様方の温か
いご理解とご指導をお願いいたします。
　一年間よろしくお願いします。

幹 事 挨 拶
幹　事  橋 本 喜 市 君

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

59名 57名 53名 92.98％ 100％

会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に
用いた会員数

前々回の
確定出席率

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

欠席者（４名） 神谷高義君・勝又　洋君・若林洋平君 
渡辺　巌君 

裾 野 R C
せせらぎ三島RC

長 泉 R C
裾 野 R C
静 岡 東 R C

６月７日
６月７日

６月９日

６月12日
６月21日
６月27日

勝又　洋君
山内強嗣君

根上眞一君

嶋田泉太郎君
鈴木崇司君
渋谷　一君

6/20のメーキャップ7/4の出席報告

交換奨学生さよなら
オリエンテーション
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勝又　敏雄
橋本　喜市
渡辺　修司

7/4のスマイル

司会
親睦活動委員長
秋田悦夫君

ソングリーダー
勝又博文君

出席報告
出席委員長
山内強嗣君

皆出席
勝又英男君

齋藤　保君　小野寛幸君

Rotary Weekly Report 2013.7.11 Vol.2

・一年間ありがとう
　ございました。
　前会長、幹事
・一年間お世話になります。
　会長、幹事

　ＳＡＡの土屋です。１年間宜しくお願い致しま
す。
　基本的なＳＡＡの役目は、例会の円滑な運営と
例会を明るく楽しいものにする事にあります。
2013－14年度の第１回の例会でありますので、
少しお願いをさせていただきます。
１．座席表について
⑴各テーブル７名、Ａ～Ｈの８テーブル、３ヶ月
毎にメンバーを交代する。
⑵基本的には東山荘の例会場を基準としたテーブ
ル配置とする。他会場(Ｈ御殿場館21、名鉄菜
館)については多少変更があるものとする。
⑶各テーブルのメンバー構成はメインテーブルを
除いて、Ｒ歴及び年齢を考慮してバランスのあ
る配置にしました。
⑷テーブルのメンバーの構成は基本的には下記の
通りです。
・Ａテーブル
①重しの理事(長田吉弘君)は当初(３ヶ月)はこの
テーブルです。
②ＳＡＡは年間このテーブルです。副ＳＡＡはＨ
テーブルです。
③親睦(委)は司会の関係で配置しました。
④プログラム(委)は卓話の関係で配置しました。
・Ｂテーブル
①会報(委)は会報の収録の為固定しました。

・Ｄテーブル
①大和田君はビジターがこられた時に交代すると
の事で固定しました。
・その他テーブル
①新会員は当初３ヶ月は推薦人と同じテーブルに
配置しました。
②個人的な関係の問題についてはわかる範囲で調
整しました。
２．例会を欠席する場合は前週又は例会当日の午
前10時までに事務局に連絡してください。食事
を無駄にしないためにも。
３．早退する場合は、必ず申告してください。受
付に用紙を用意してあります。クラブ細則第5
条第２節に60％（36分）ルールがありますが、
外部卓話者の場合はその限りではありません。
４．前年度ＳＡＡから当クラブでメイクアップす
る人が少ないという申し送りがありましたが、
本年度メイクアップ費が値下げしたので、ＰＲ
して増えるよう努力が必要。
５．最後に、７月に入り夏らしくなりましたので、
第２週より当分の間上着の着用を免除します。
　クールビズの時代であるという意見もあります
が、どこまでクールビズしていいのか判断がつき
ませんので、例年通りシャツとネクタイの着用を
お願いします。
　但し、メイクアップする場合は、上着の着用を
忘れないようにお願い致します。

ＳＡＡ挨拶
ＳＡＡ  土 屋 闊 正 君
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